
平成２１年度兵庫県立大学神戸学園都市キャンパス公開講座 

「未来につながる食力(食育普及への提言)」実施レポート 

実施日：全４日(平成２１年８月２１日、９月４日、９月１１日、９月１８日) 

毎回金曜日 １３：００～１５：００ 

 
■コースのねらい 
最近、日本人のなかで食生活を楽しむ人たちが少なくなっています。しかし「質素」と「無関心」は異

なります。公開講座では、「生涯を通じて『食』に積極的な関心をもち続けることで、人世を有意義に過ご

すための想像力と創造力が育まれるし、また生産者と消費者を結ぶ経済や経営に関する観察力が養われる。

世の中でリーダーとなる人たちに不可欠な資質としての体力・知力・伝達力・胆力の源泉に食力が位置す

る。」ということを４名の講師が一致して強調したいと考えました。 
 
■コースの内容 
 公開講座は、①栄養と健康との関係についての大学専門教育や②地域における祖父から孫までの３世代

合同の料理教室、③現代生活における食育の生涯学習、④なにわの伝統野菜の復活・普及などで実践的に

活躍されている講師陣を迎え、質疑応答を歓迎する受講者参加型で実施しました。その成果として、「地元

の風土に根差した食生活を共有できる人や組織の輪が日本の未来を築く。特に、子供たちの食生活を充実

させるための大人の配慮が社会の健全化に大切だ。」ということを講師と受講生の双方が再認識しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１回 教育現場からの出前教育 
内容：今日、命を育む食の大切さが見直されてきています。一生涯を通して健康であるためには、小さ

い頃からの食事が重要です。子供たちには学力、体力と同じく「食力」が必要です。教育現場での食育

への取り組みについて、特に最近の事例を紹介しました。 
講師：聖母女学院短期大学専任講師 佐伯孝子 

第２回 オーストリア・チロル地方の食育成功事例 
内容：オーストリアの美しい観光地であるチロル地方で、産学官の協力の下、地元の食育普及のための

料理とサービスに当たる若い人材を輩出し、新しい料理を定着させた「チロガスト」というスローフー

ド運動とその中心的な組織の内容を紹介しました。 
講師：兵庫県立大学経営学部教授 三ッ井光晴 

第３回 さまざまな食育活動を実施して 
内容：高槻市では、家族を問わず、３世代交流による食育事業を進めています。未来につながる子供た

ちの食力を養うために、何よりも「ご近所の横のつながり、そして異世代の縦のつながり」のネットワ

ークが重要であること提言しました。 
講師：高槻市健康づくり推進課課長代理 寺原美穂子 

第４回 生涯を通じて必要な食育 
内容：食育は、若い頃ばかりではなく、一生涯を通じて必要不可欠なことです。特に中・高齢期の人た

ちの生活態度を多面的に見直し、食育を「充実した人生を送るための新たな出発点とする。」というこ

とを提案しました。 
講師：帝塚山大学現代生活学部准教授 尾立純子 



■受講の様子 
 ８月・９月の金曜日の午後の開催だったので、受講生は８名という少数になってしまいました。しかし

受講してくださったのは、普段から地元で食育活動のリーダーを務めたり、あるいは有機野菜づくりをし

たりしている人たちが多かったので、４名の講師の話を真剣に受け止めていただきました。専門用語がわ

からないときには、話の途中でも質問がたびたび飛び出しました。また講義の後の質疑応答が伸びて、予

定の終了時間を15～20分も過ぎてしまいました。 

 

■講座コーディネーターから 
４名中３名の講師は、大阪市で長い間管理栄養士としての実務と後輩教育の経験を積み重ねてきた人た

ちだったので、食育活動についてのオリジナルなパワーポイント・ファイルによる事例紹介の一つひとつ

が説得力をもっていました。また「なにわの伝統野菜」の復活・普及という根気の必要なボランティア活

動を続けてこられた人たちなので、関西独特の社会・経済・経営・文化に関連した実践的な(他所では聞け

ない、面白くて有益な)知識もたくさん披露してもらうことができました。 
公開講座では、「食の漢字

は『人に良い』という構成

になっているが、果たして

現実はどうなのか。」という

共通の問題意識のもとで、

食育の①教育現場、②地方

行政、③生涯学習を分担し

て解説し、そして今後の「食

力増進のための指針」を提

示していただきました。こ

れは、社会人だけでなく、

学生にも参加してもらいた

い講座であったと思います。 
 コーディネーターの私は、

15年来の友人である「オー

ストリア商品学会副会長で、チロル地方のスローフード運動の草分け的な組織の『チロガスト』の初代専

務理事」を務めたウォルフガング・ハウプト博士の紹介をしました。使用したパワーポイント・ファイル

の半分は彼から使用許可をもらった写真で、あとの半分は私自身が現地で撮影した写真でした。受講生に

「一度は、オーストリアのチロル地方を訪ねてみたい。」と感じていただけるように、できるだけ美しい写

真を集めたつもりです。受講生に知っていただきたかったのは、①1993年の EU統合の少し前に、人口約

840 万人のオーストリアの経済的な自立の危機感のなかで「チロル地方の生き残りを図るための組織」と

してチロガストが生まれたこと、②食通(グルメ)の観光客をも喜ばせられるほどの洗練された美しさを備

えた新しい郷土料理を今なお次々に考案し、それを地元のホテルやレストランで定番メニュー化してきた

こと、③地元の職業高等専門学校の生徒たちが料理・サービス・経営の仕事に就けるような教育に産官民

が協力して注力してきたことなどでした。 

 
尾立先生、佐伯先生、寺原先生が長い間お仕事をしていらっしゃった 
大阪市立環境科学研究所附設栄養専門学校 

 私の感想としては、食育にちなむ公開講座を今後も開催するとしたら、やはりウィークデーは避けたほ

うがよいように思います。土曜日か日曜日に 90 分×３回のような形式で、実務経験の豊富な人たちに講

師として集まってもらえたら、きっと兵庫県の食育の草の根的な活動が広がっていくことでしょう。 
 

                        兵庫県立大学経営学部 教授  三ッ井光晴 



第１回 「教育現場からの出前教育」 

 

■聖母女学院短期大学専任講師 佐伯孝子 
 

 １番バッターの佐伯先生は、

ご自身がボランティアとして復

活・普及活動中のなにわの伝統

野菜の漬物のサンプルや(受講

生の食べ物を噛む力を再確認し

てもらうための)サキイカ、食べ

物クイズなどを持参して、管理

栄養士を目指す人たちの最近の

食育への取り組みを解説してく

ださいました。そのパワーポイ

ント・ファイルには、左に例示

されているような面白いキャラ

クターがたくさん掲載されてい

ました。 

 
天王寺かぶらの“かぶたん”     こつま南瓜 

 佐伯先生のお話をとおして、栄養専門学校で、実際に「なにわの伝統野菜」を育てて、その料理の新し

いレシピが考案されていることや、その教育の一環として子供たちのための料理教室や食育講座が定期的

に開催されていることを知りました。「食は人を良くする。育は身体を表す月（にくづき）に胎児が乗って

いる姿。育む(はぐくむ)とは羽含む（はくくむ）からきている。それは親鳥がヒナを大切に抱いている姿。

羊のつく漢字は良いことを示す。昔から羊は人々にとって大切な財産。」という佐伯先生の解説には、受講

生一同が感動した次第です。 
 
 
 
 
 
 
 



 

第２回 「オーストリア・チロル地方の食育成功事例」 

■兵庫県立大学経営学部 三ッ井光晴 
 

チロガストの経営理念 

 
 

オーストリア商品学会副会長でチロガストの初代専務理事 
ウォルフガング・ハウプト博士 

 
地元の職業高等専門学校の上級生で、未来のシェフたち 

 ２番バッターの私は、オーストリアのチロル地方のスローフード運動の成功事例を紹介しました。チロ

ガストとは、チロル地方のガストロノミー。端的にいうと、チロル地方の料理美学となります。しかしそ

れは、実際には、料理だけでなくて、地域の人々の美しい生き方にまで敷衍した概念です。2009年７月現

在、チロガストはチロケートと改称し、チロル地方のレストランやホテルに伝統と創作の料理をケータリ

ング・サービスしています。さらにその一部は航空機の機内食にも利用されています。 
 食育といえば、「健康のために、適量の安全な食べ物を摂取することが第一だ。」と考えられがちです。

しかし私は、「それが同時に、人世の美学に叶い、地域の美観につながってほしい。」と主張しました。ち

なみに、人世は、夏目漱石が晩年の小説でしばしば愛用した言葉の一つです。 
 
 



 

第３回 「さまざまな食育活動を実施して」 

■高槻市保健福祉部健康づくり推進課 課長代理 寺原美穂子 

食育コンクールで優秀賞を受けられた寺原先生 高槻市民の健康づくり 

高槻市のユニークな食育活動 
 ３番バッターの寺原先生は、2006年の農林水産省主催

の「国の食育コンクール」で優秀賞を受けられました。

それは、左の２枚の写真でわかるように、３世代が仲良

くクッキングする食育講座を企画・実施するリーダーを

務められたからでした。寺原先生には、最初は冷やかな

反応を示していた人たちが次第に熱心になり、さらに夢

中になっていくという「地域起こし」の活動の詳細を、

受講生が聴いていてハラハラ、ドキドキするような臨場

感に溢れた体験談として語っていただきました。写真の

なかの①おばあちゃんとおじいちゃんの笑顔と、②子供

たちの真剣なまなざしは、私たちの生活のなかの食育の

大切さを改めて実感させるものでした。確かに、食べ物

に興味や執着をもつことで、社会への全体的な好奇心が

生まれ、また他人に対する思い遣りと環境への心配りも

養われます。 
 寺原先生のお話をとおして、地域コーディネーターの

もつべき資質としての情熱を再確認しました。また高槻

市の健康づくりのための行政活動に、深い共感を覚えま

した。 
  
 



 

第４回 「生涯を通じて必要な食育」 

■帝塚山大学現代生活学部准教授 尾立純子 
 

                               上は、なにわの伝統野菜 

食育キャンペーンに参加する親子 

 
 ４番バッターの尾立先生は、佐伯先生と寺原先生の恩師

です。尾立先生の薫陶を受けた大勢の管理栄養士が産官民

の分野で現在、仕事とボランティアの両面で食育活動に携

わっていらっしゃいます。 尾立先生のお話を聞いてから、

「なぜ、なにわの伝統野菜の復活と普及が重要なのか。」と

いうことがよくわかりました。また尾立先生が無類の阪神

タイガース・ファンなのかも、だいたい納得できました。 
 「３つ子の魂100までも。子どもの頃からの生活習慣が

大事。まずは家庭における食育に努めよう。一人ひとりの

基本的な生活習慣・生活リズムの向上を目指そう。早めに

気づき、よい生活習慣（食習慣・運動習慣）に着実に変え

ていこう。習慣はなかなか急には変えられない。それは長

年の努力の積み重ね。初め(子供のとき)から良い習慣を身

につけておくのがベスト。」という尾立先生の提言は、この

公開講座全体のまとめでもありました。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 


